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新型コロナウイルス感染症の影響による旅客の減少を受けて、ＪＲ西日本で

は令和４年３月１２日のダイヤ改正により在来線が減便されていますが、本年 5

月に国によるコロナ対策が緩和されたことにより、地域住民も鉄道を利用する

機会が増え、観光客も京都に多く訪れるようになったことで、JR嵯峨野線の利

用者が増大しています。 

そのため、減便されている状態では満員状態が頻発し 1 時間に 1 本程度の運

航では、通勤、通学をはじめ沿線住民の生活が困難な状況となっております。合

わせて、増加する観光客の移動のための利便性の向上のためにも、嵯峨野線の増

便が望まれています。 

今後、中国からの観光が再開される際には更なる観光客増大、嵯峨野線の利用

者増大が見込まれますため、早急に嵯峨野線を増便していただけますよう、要望

させていただきます。 
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